
LTLファーマ 抗生物質製剤「基礎的医薬品」のご案内

基礎的医薬品は後発医薬品の置き換え率※2を計算する式の分母・分子に含まれません。

薬価基準収載品目リスト及び後発医薬品に関する情報について（令和7年4月16日適用）｜厚生労働省
https://www.mhlw.go.jp/topics/2025/04/tp20250401-01.html

後発医薬品の数量シェア（置き換え率）算出と基礎的医薬品

※2 後発医薬品の数量シェア（置き換え率） ＝ 後発品の数量
後発品のある先発品の数量＋後発品の数量

令和6年10月から導入された長期収載品の選定療養では以下の条件が当てはまる医薬品は選定療養とせず、保険
給付の対象となります。

①医療上の必要性があると認められた場合　　　②医療機関や薬局に後発医薬品の在庫が無い場合

広報誌「厚生労働」2024年10月号 特別企画３｜厚生労働省　
https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou_kouhou/kouhou_shuppan/magazine/202410_004.html

LTLファーマの基礎的医薬品（裏面をご参照ください）は長期収載品の選定療養の対象外です。
長期収載品の選定療養と基礎的医薬品

最も販売額が大きい銘柄に価格を集約してその薬価を維持する。算定ルール

2025年度改定基礎的医薬品数
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（令和7年度：5.2%）
※1 平均乖離率 ＝ （薬価×販売数量）の総和 － （実販売価格×販売数量）の総和

（薬価×販売数量）の総和
後発医薬品のある先発医薬品（長期収載品）の選定療養について｜厚生労働省

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_39830.html

令和7年度薬価改定において次の全ての要件を満たす医薬品対象要件

①医療上の位置付けが確立し、広く臨床現場で使用されていることが明らか
②15年以上薬価基準に収載されており、かつ成分・銘柄ごとのいずれの乖離率が全品目の平均乖離率※1以下
③過去の不採算品再算定品目、病原生物に対する医薬品、医療用麻薬、生薬、軟膏基剤、歯科用局所麻酔剤
のいずれか、加えて、令和4年度薬価制度改革により、安定確保医薬品のうち優先度が高い品目（カテゴリAに
分類されている品目。ただし、Z期間終了前のものを除く。）について、一定要件の下、「基礎的医薬品」として
取り扱うこととしている。

基礎的医薬品とは
基礎的医薬品は、平成28年度薬価制度改革から試行的に導入された制度です。長期間薬価収載されている
臨床上の必要性が高い医薬品については、継続的な市場への安定供給の確保を図る必要があることから、薬価を
下支えする制度として位置付けられています。



サワシリン
製品情報

セフゾン
製品情報

セファメジンα
製品情報

LTLファーマ株式会社コールセンター 0120-303-711 
受付時間 9：00～17：30 （土・日・祝日・会社休日を除く）
医療関係者向けホームページ https://www.ltl-pharma.com/

お問い合わせ先

サワシリンカプセル125

サワシリンカプセル250

サワシリンカプセル250

サワシリン錠250

セフゾンカプセル50㎎

セフゾンカプセル100㎎

セフゾンカプセル100㎎

セファメジンα筋注用0.25g

セファメジンα筋注用0.5g

セファメジンα注射用0.25g

セファメジンα注射用0.5g

セファメジンα注射用1g

セファメジンα注射用2g

セファメジンα点滴用キット1g

セファメジンα点滴用キット2g

100カプセル(PTP)

100カプセル(PTP)

500カプセル（PTP）

100錠(SP)

100カプセル(PTP)

100カプセル(PTP)

500カプセル（PTP）

5バイアル

5バイアル

10バイアル

10バイアル

10バイアル

10バイアル

10キット

10キット

製品名 GS1（販売包装単位）包装単位
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